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1.はじめに
養豚経営も他の農業分野と同様に生産物や生産要素の需給変動に大きな影響を受ける.最近で
は,中国冷凍鮫子事件により国内生産に対する需要が増加し一時的に枝肉卸売価格も上昇したが,
その後生産量が増加したことや景気の低迷により,生産物需要は低迷し,供給過剰傾向にある.
また,配合飼料の重要な構成要素となるとうもろこしにおいてエタノール向け需要が増加したこ
とに典型的にみられたように配合飼料価格が高騰した.生産物需要の低迷及び配合飼料価格の高
騰等による生産費の上昇は,養豚経営の収益を低下させている.こうした需要の低迷や配合飼料
価格の高騰に苦しむ経営を支援するため価格補てんを行う政策が実施されている.現下の厳しい
環境の中で,需給変動に即応できる安定的な経営展開を模索することは,養豚業界において重要
な課題といえる.本研究で取り上げるグローバルビッグファーム株式会社(以下GPF)は,企
業的な養豚経営のネットワークとして形成された集団であり,かつ,近年の厳しい外部環境の中
で発展を遂げている点で,注目すべき集団であるといえる.
GPFの実績(2009年度)をみると,総計87農場で,年間出荷頭数は肉豚で約49.4万頭,午
商約226.3億円であり,従業員数は135名(パートタイムを含む)である. GPFはその内部に,
グループを結成した創業者たちの経営についてのノウハウと技術･ソフトウェアと密接に結合し
た個別経営集団を築いている. GPFでは,同じ種豚,同じ飼料の使用を通して,生産の技術条
件を標準化し,かつ,生産物をグループ-一元出荷することを基本としている. GPFを構成す
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第1園　ネットワーク組織としてのGPF概念図
注1)ヒヤリング調査,並びに, GPF本社資料に基づき筆者作成.
2)点線で囲んでいる部分は, GPF組織に含まれない外部組織である.
3) FSは正式名称でなく,各地域に対応した名称で示している.これら含め総計87農場である.
る農場(メンバー農場)は全国に立地しているので,飼料の購入･販売や各種研修は,各地区の
ファームサービス(FS)単位ごとに実施している.原々種豚は,グループ内で生産され,現在
は防疫･配送面を考慮し,本社のある群馬県,新潟県,岐阜県の3か所で生産されている(高橋･
杉本･黒川･赤地〔5〕 68-69).このためGPFでは,原種豚の育種･飼養技術をコンピュータ
管理によるネットワークによって,グループ内の統一をはかっている.また,グループ内の家族
経営は互いに競争しつつも,メンバーの一員として協調しあいながら発展を遂げてきている(松
本〔2〕 59).なお, GPFの概要については,第1図で示した.
このような基本的な性格を持つGPFの今後の発展にとって,これまでの経営実践において獲
得してきたさまざまな経験をいかに次世代に継承していくかが, 1983年の創業からすでに28年
経過した現在における重要な課題の一つとなっている. GPF全体にとっても,個別の家族経営
にとっても,創業者世代から後継者世代-の経営継承を検討しなければならない時期にさしか
かっている.このため,世代間でのGPFの技術やソフトウェア等の継承と関連させて, GPFが
設立当初から目指してきた経営安定化の問題-の対処の仕方等について物語り論的視点をも加味
し検討することを本研究の課題とする.
2. GPFの起源一発展の歴史的経路(パス)を規定するもの-
1)方法論的視点としての物語り論
本研究では,経営経済学的観点に加え, GPFが集団としての同一性を保ちつつ,引き継がれ
ていくためには,集団の中での物語り(narrative)が構成員のなかに共有されることが必要で
あるという視点を重視する.なぜなら集団としてのGPFやメンバー農場等の同一性を検討する
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ために独自の物語り論を展開する野家啓一が述べる｢われわれは,個人の体験や知識の伝聞を共
同化し,他人と共有するために｢語る｣のである｣ (野家〔3〕 111)という点に着目するからで
ある.ここで,野家の物語り論に依拠して,出来事(体験)を時間系列的に構造化し,かつ, (当
事者が)共有できる形に表現されたもの,と物語りを定義する.さらに,物語りが集団の人々に
共有され,かつ,構成員の物事に対する評価やそれに基づく行動が物語りに規定されるようになっ
た場合には, ｢規範物語り｣と呼ぶ.規範物語りは,本研究の対象であるGPFというグループの
｢歴史｣ととらえることができる.
GPFにおける物語りには,大きく分類して
(1)グループ全体に関わる｢グループ物語り｣(以下GPF物語りと呼ぶ)と構成員の個別的な｢メ
ンバー物語り｣ (以下農場物語りと呼ぶ.)
(2)創業者世代の物語りと後継者世代の物語り
がある(第2図参照).さまざまな物語りが重なり合って成立し,さらに,上記の物語りが共有
されることにより規範物語りとなり,それぞれの構成メンバー及び世代等のグループの行動を規
定している.さまざまな物語りの中で基盤となるのは, ｢GPF物語り｣である.
個々の出来事(体験)を時間系列的に並べて構成されるものである物語りは,語られるものの
歴史が辿った経路を出来事の系列として表現する.したがって,例えばGPF物語りを語ることは,
GPFの歴史的経路(以下パスと表す)を語ることである,と言い換えることができる. GPFに
GPF物語り(グループ物語り) ①+②
第2図　GPF物語りと他の物括りとの関連
注:1)簡単化のため. GPFの構成農場はB農場とC農場の2農場からなり, (本文2章2節で述べる)赤
地社長をGPFのリーダーとしてのみ把握するという想定で,模式図を作成した.
注: 2) GPF設立に関わったのは共同出資を行った53戸の農場であるが,図中のGPFの設立メンバーは,
簡単化のため,赤地社長とB農場の創業者のみを想定している.
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おいては,社長に代表される創業者世代がGPF物語りを基盤として,各農場物語りや創業者世
代の物語り(図中の①に該当)を語る場合,個々の物語りはそれぞれのパスに依存して語られる
が,それらは同時にGPFのパスにも影響され,また,逆にGPF物語りにも影響を与えるもの
と捉えることができる.なお,各農場物語りは,それぞれの農場の創業者が辿ったパスに依拠し
て成立しているものといえる.
2)社長のライフヒストリーからとらえたGPFの起源
本節では,従来のGPFの研究において,十分に議論されてこなかったその起源について赤地
勝美社長のライフヒストリーのうち, GPFの創業前に焦点を当てて明らかにする.
赤地氏は, 1942年に神奈川県鎌倉市の非農家に生まれ,高校まで過ごした. 1960年に,東京
農業大学拓殖学科(覗.国際農業開発学科)に入学した.入学理由として定年退職のない職業に
就きたいとの想いがあったことを講演の中で話されている(杉本〔4〕 48).また,ちょうどその
頃は,長子が農業を引き継ぐことが一般的であったため,今のように非農家出身者が農業に挑戦
することが困難な時期でもあった.それと同時に二･三男問題があり,その対策として南米移住
事業-の派遣も活発な時期でもあった.
当時の拓殖学科長である杉野忠夫氏は,戦時期に満州農業移民事業を推進した人であるととも
に,学生の南米移住を全面的に支援した教育者でもある.また,横井時敬東京農業大学初代学長
の｢小農主義｣を受け継ぎ,その精神を生かした研究･教育によって多くの農家を世に輩出した.
学生時代を想起し赤地氏は,小農主義を杉野先生から徹底的に教えられ大きな影響を受けたと話
している.学生時代は夏休みを利用した全国各地における実習などの農業体験を経て南米移住を
志していたが,卒業間際に大病を患い,長期の入院を余儀なくされた. 1964年に赤地氏は,体
力の回復を待って全国の農村を行脚した中で,農地を持たなくても農業が出来る養豚農家を夢見
るようになった.
大学卒業後は一般企業に就職したが,白身の夢を実現すべく養豚農家となるため,養豚企業(本
社:神奈川県) -再就職をした.養豚企業では,財務管理による徹底的なコスト削減による経営
手法から,家族経営であっても財務諸表を読み取ることの必要性を学んだ.入社して2年後の
1968年から1969年にかけての一年間は,アメリカ合衆国ミネソタ大学-の社内留学で研究者
や獣医コンサルタント等との交流で育種改良の重要性を学ぶとともに,世界の養豚リーディング
カンパニーを知る経験をした.帰国後, 1969年に同会社の関連子会社が群馬県に設立され,そ
れを期に赤地氏は養豚経営を実際に学ぶことになった.
1975年には,独立して養豚経営を行うため退社した.その後は,養豚に関する様々な資料や
研究成果をもとに海外諸国の先進事例視察など,更なる養豚育種技術の蓄積と種豚を見る目を
養った. 1978年には,群馬県内で交流を深めた養豚農家数名とともにGPFの前身となる自家配
銘柄豚研究会を発足した.そのメンバーと同年7月にアメリカ合衆国ミネソタ州の農場で127戻
の選別を行い, 9月に種豚販売を中心とした赤地養豚株式会社を群馬県内の養豚農家など12名
の出資(資本金4,100万円)により設立した.
以上のように赤地氏は,種豚･えさ･育種技術に関する世界標準の知識と広範な人的ネットワ-
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クの基礎を築き, ｢農業は家族経営主体が一番理想的｣という理念のもと,群馬県,新潟県,秩
田県,宮城県,静岡県の5掛こある53戸の養豚農家と資本金4,500万円を共同出資して1983
年にGPFを設立した.設立後は,配合飼料などを地区ごとで供給する拠点のファームサービス
8か所と全国各地の家族経営の養豚農家26戸を加え,生産･加工･流通･販売までの一貫経営
を展開する現在の活動規模になるまでに成長を遂げてきた.
3.ネットワーク型経営GPFの特徴
既往の研究や今回の聞き取り調査等をもとにして,前章のような起源を持つGPFの特徴を次
のようにまとめることができる.
(1)技術面.グループ内での種豚供給と飼料供給により,生産性と品質の向上を図ってきた.育
種･飼養技術のデータの管理には当初ミネソタ大学で開発されたソフトウェア(PigCHAMP)
を移植して活用している,原種豚はグループ内で生産され,飼料は各地区のファームサービ
スによって-括購入されて各農場に供給されている.また,飼養技術も,獣医の巡回や地区
ことのファームサービスでの研修を通して標準化が図られている.その結果,豚肉に関して
は｢和豚もちぶた｣としての製品ブランドが確立されている.
(2)経営面.養豚農家を集団として組織化し,グループ内における豚肉の一元出荷や飼料供給に
よる規模の経済性の実現により収益性を確保しつつ,家族経営として維持･存続を図ってき
た.また,ブランド化した｢和豚もちぶた｣の豚肉販売に加えて,それを原料とするハムやソー
セージ等の加工製品の開発･販売による需要拡大にも取り組んでいる.個々の経営に即して
ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ  ヽ
みると,メンバー農場にとって,生産･供給した豚肉はGPFによって全量買い取られるので,
生産努力に集中することよって経営発展が達成されるというメリットがある.大規模経営に
とっては,生産したロットをすべてGPF経由で販売出来るし,小規模経営も,飼料が各地
区のファームサービスごとに一括購入の上供給されるので大規模経営と同じコストで生産出
来る.このことは,現在の厳しい経営･経済環境の中ででも,個別農場にとって販売面にお
けるリスクが回避でき,かつ,収益性の悪化を緩和することにつながっている.また,各農
場を巡回する獣医が生産･財務データを基に生産や財務に関する分析を行い,経営強化を図っ
ている.
(3)組織面　GPFでは,構成メンバーの教育･研修を頻繁に行い,飼養技術や経営能力の向卜
や相互交流を図っている.通常は,地区ごとに構成されたファームサービスでの研修が中心
となる.また,後継者世代に関しては, 2000年に｢ニューリーダーの会｣が組織され,財
務の研修に加え,創業者世代の講演等を通してGPFが辿ってきた歴史的経路(パス)を学
習し,互いに交流をしている.このようにさまざまな研修を通した交流によってネットワー
クとして組織化された養豚農家集団である. GPFでは,生産･財務のデータを蓄積･共有
し経営発展や改善に役立てている.さらに独自に開発された生産･財務管理のソフトウェア
(SHIPS)と育種･飼養技術管理のソフトウェア(PigCHAMP)とは統合化され, GPFの
内部のネットワーク化の核をなしている.近年は,それに加え,データ統合プラットフォー
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ム(ShieSta)を独自に開発し,生産･財務･販売の各種データを総合的に管理し,活用で
きるシステムの確立を図った.このような内部のネットワーク化に加え, GPFでは,育種･
飼養技術等に関する学術情報収集を重視しているため,海外研究者との交流を活発に行って
いる(外部とのネットワーク化).
(4)流通面:メンバーの農場からみれば,現在のGPFは,各農場から買い取った豚肉を確実に
供給することが流通面での大きな機能である.今後の方向として,自社で肉豚を解体処理･
加工し,さらに流通分野-の進出することによって価格支配力を持つ家族経営集団の実現を
目標としているが,この点は課題として残されている.
4.メンバー農場の視点から見たGPF加入のメリットと経営発展
この章では,メンバー農場の立場から, GPFに参加することの利点とそれを活用した生産拡
大について,経営･経済学的な視点から考察する. GPFに加入すると,各ファームサービス単
位で買いつけた飼料が供給される.各農場が個別に取引するよりも量的にまとまるので,相対的
に安価となり,その分費用が削減される.これは,第3図において,平均費用削減の効果となっ
て現れる(当初のA点から平均費用曲線のシフトAC-AC'によりB点-移動).また, GPF
は各農場が生産した豚肉を全量買い取り販売する方法を採用しているため,各農場にとって販売
上のリスクがなく,経営が安定化しやすいので,生産量を増大させる誘因がある.しかも, ｢和
豚もちぶた｣としてブランド化しているため価格面でも有利であり,生産量増大の誘因がある.
これらの理由により, B点からC点という経路で平均費用曲線上を移動して,生産量をylから
y2に増大させることになる.また,新たな環境変化に際しても,担当の獣医等を中心に,蓄積さ
平均費用(AC)
yl y2
第3園　兼用削減効果と生産t増大
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れた生産･財務データを駆使した経営についてのシミュレーションに基づき,厳しい評価の上に
助言を行い,個々の農場における経営者の意志決定に役立てている.こうしたグループ内のコン
サルタント活動は,資材価格の高騰や新規投資の際にも有効に機能し,個別農場の経営の安定化
に対する支援となっている.さらに,当座比率を一定に保つことで経営の安定化を図るようメン
バー農場-指導している.
GPF内のメンバー農場の発展経路の一例を模式的に表したのが,第4図である. GPFでは獣
医が各農場を巡回するなどして,メンバー農場の技術向上と共にグループ全体の技術の平準化を
図っている.個別経営の技術向上を費用面からみてみる.技術の改善前は非効率があり,効率的
な生産を前提として措ける平均費用曲線AC.とかい離している(例えば,ある農場が技術的に
非効率な場合にはD点に位置する).これが,獣医の指導等により技術が改善されると,効率的
なACl上で生産が可能となる(技術改善効果をD-Eで表示).さらに,流通面でのリスクが
ないため,個別農場にとっては一定設備の下での生産量拡大や新規投資による規模拡大の誘因が
ある.個別農場がGPFの経営財務のシミュレーションを基にした査定をクリアして規模拡大の
ための新規投資が実施されると,平均費用曲線そのものが変化する(新規投資に伴う規模拡大･
費用削減の効果をAC.からAC2-のシフトとして表示).新規投資によって規模拡大した当初に
技術的な非効率があれば,効率的なAC2からかい離したF点の位置にある.これがGPFから
の指導や自助努力により克服されて技術が改善されると,効率的なAC2上で生産できるように
なる(この効果はF-G).なお,個別農場の効率的な費用曲線であるAC.やAC2等の包絡線
を図中の点線による曲線で表し,フロンティアACと呼んでいる.これは,個別農場の設備更新
による規模拡大等を考慮した効率的な生産を想定した場合の平均費用の軌跡である. GPFでは,
生産量
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技術の標準化や経営上のコンサルタント活動を通じて,個別農場が効率的な生産を実現し,家族
経営として持続しうるフロンティアACの達成を目標としている.第3図で示した個別農場の発
展経路は, D-E-F-Gである.構成員の農場物語りは,このような発展経路(パス)に基
づいて語られることになる.このパスに関する創業者世代と後継者世代の共通理解は,両世代の
経営継承の考え方の類似性に反映されている.
5.ネットワーク型家族養豚経営集団GPFの経営継承
1)経営継承における｢ニューリーダーの会｣の役割一物語り論的視点から-
2章1節で考察したようにGPFが集団としての同一-性を保つためには,構成員の間で同じ出
来事(体験)を共有すること,換言すれば構成員として基本的に同じパスを辿ることによって物
語りを共有することが重要な要件であるといえる.
GPFの設立当初には,創業者たちが,毎月群馬県にある本社まで通って財務管理及び飼養技
術の研修を行ったり,互いの経営について検討を続けたことを体験談として語っている.こうし
た共通の出来事(体験)の積み重ねは,創業者メンバーの結びつきを深めると共に, GPF物語
りの共有を可能としている.
また,近年は,創業者世代だけでなく,後継者世代のメンバーによる交流も, ｢ニューリーダー
の会｣として別途行われている.この会の研修においては,基本は,生産技術だけでなく,財務
等の経営内容の相互比較が行われ,日頃生産中心に自社の経営に携わっている後継者の経営感覚
を育てることに役立てている.さらに,研修では,社長の講演に加えて,前年度GPFのメンバー
の中でトップの成績を得た個別経営者の講演が行われる.毎年繰り返されるこうした講演によっ
て,創業者世代の物語りが,後継者に引き継がれ,グループ内のGPF物語りとして共有され,かつ,
各構成員の物事に対する評価やそれに基づく行動を規定する規範となる(規範GPF物語りの成
立).このように｢ニューリーダーの会｣は,後継者にGPFの経営継承意識を醸成させる役割を
呆している.
2)創業者世代と後継者世代の経営継承に関する考え方の相違
本節では,質問紙調査結果により, ｢ニューリーダーの会｣に参加している後継者世代の経営
継承等に関する意識について創業者世代と対比させて検討する.
(1)経営継承に関する質問紙調査の方法と内容
調査方法の概要は次の通りである.まず,後継者を対象にGPIrが主催するニューリーダーの
会の取り組みがどのように機能しているかに着目した.調査対象を2009年11月11日に行われ
たニューリーダーの会の参加者22名とし, ①自身の経営における経営継承の進行実態, ②円滑
な経営継承の条件に関する評価(18項目の各項目を3つの評価基準(就農する契機となったか,
経営感覚向上に役だったか,経営継承に有効か)を設定して五段階尺度法によって評価),③ニュー
リーダーの会に参加する前と後での変化を把握することを目的に質問紙調査を実施した.また,
創業者世代に対しては, ①GPFに参加する以前に関する親の職業･自身の就業実態, GPFに参
加するきっかけ, ②創業者,あるいは経営主である立場から,後継者-の経営継承に関する質問
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3項目, ③後継者と同様の経営継承に関する18項目, ④これまで行ってきたGPFでの交流や研
修会などに参加する前と後での変化,を把握することを目的として, 2010年3月15日にファッ
クスを利用した調査を実施した.後継者のいる創業者48名のうち19名から回答があった(回
収率40%).
(2)後継者世代の特徴
調査結果より,ニューリーダーの会参加者の特徴は,次のようにまとめることが出来る.
①ニューリーダーの会は,若い世代ほど経営の知識として足りない部分を補うことによって,
ある程度自分の自信につながるとともに, GPFが集合体であることの強みを認識している.
また,経営継承が終了した後は,経営における財務の重要性を実感し,かつ,経営者として
の意識を自覚する契機になっていることを示しているとともに,組織内で共有される経営理
念や行動規範といった内容も自覚していることが分かる.
②就農前後の研修に関しては,比較的年代が高い後継経営者は,就農前から経営者として認識
している傾向にあり,就農期間が長ければ,異業種や新たな関係作りを想定した企業を選択
するとともに,就農後は,派米実習や研究所,関連団体,大学教育機関など-の研修を選択
し,人的ネットワークの拡大や更なる知識を身に付けることで,経営者能力を高める傾向が
明らかになった.
③後継経営者は,財務管理を任せられるようになれは経営継承を認識することが分かる.また,
円滑な経営継承を進めるために財務管理は必ず経験するべき部門であるとともに,それに関
連する資金管理や経営に直接的に影響する生産管理,そして,雇用を前提とした労務管理は
経験すべき部門であることが確認できた.
(3)経営継承に関する両世代の考え方
経営継承に関する両世代の考え方は,調査結果より次のようにまとめることができる.
①円滑な経営継承の条件として有効な項目に関する評価は基本的に創業者と後継者の両世代で
類似しているが,次の2点には相違がみられた.まず,創業者世代が意識しているよりも後
継者世代は,子供の頃から仕事を手伝い,親の仕事姿を間近で見ていたことが,自社農場-
就農する契機に繋がっている点である.次に,創業者世代(経営主)個人の技能(註1) ･
ノウハウを文書等で形式化(例えば,マニュアル化等)することや,その経営実践を通して
蓄積された経験を生かした経営主による後継者の作業到達チェックリスト作成について,徳
継者の視点からは経営感覚を向上させる上で有効であると評価が高い.
②自社以外で技術経験や経営管理経験を積ませ技能を習得させることは,各世代ともに高く評
価されている.ここにGPFのパスに依存して参加農場が安定的な経営発展を可能にした理
由がある.つまり,GPF本社や他の参加農場で後継者が研修を行ったとしても,それは,飼料･
種豚･畜舎設計等の生産方法や,棚卸しの際の原価計算方法や規模拡大時の資金調達等の経
営方針において, GPFの同一性が保たれているからこそ,他参加農場や他産業従事で習得
した技能を自社農場で生かせることを意味している.
③自由記述文から,赤地社長を含む創業者世代の中でGPF物語りが共有され,それがネット
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ワーク組織の同一性を保つための重要な無形資産たりうることが示された(註2).
④後継者世代の自由記述内容によると,グループとしての強みを認識していることや,財務を
知ることで経営上の財務の重要性を自覚していることから, GPF物語りが語り継がれてお
り,世代を超えてネットワーク型経営の同一性が保たれていることが確認できた.
註1)本稿では,研究室や実験圃場等で開発される普遍的な技術とそれを現場に適用するために必要とされ
る固有な技術を技能として区別している(長谷部〔1〕を参照のこと).
2)詳しくいえば,自由記述文の分析より確認されたのは,創業者世代で共有されている次の物語文であ
る. ｢技術の標準化や配合飼料の一括購入,各種データベースの統合を確立したGPFはカリスマ性を
有する創業者赤地社長をリーダーとして, 53戸の養豚家とともに1983年6月に誕生した.｣
6.まとめ
本研究を通して,生産物が全量買い取られる等の販売上のメリットを持つGPF′の構成メンバー
となることは,個別農場にとって経営の拡大と安定性を確保するための有効な手段であることを
確認した.また,技術やソフトウェアを継承して個別経営を持続させ,安定化させるためには,
グループにとって基盤となるGPF物語りが共有され,後継者に語り継がれ,構成員の同一性が
保たれていることの重要性が示された.
しかし,世界的に飼料穀物の高騰が予測され,不況が長引き需要が減退するという二重の意味
で厳しい環境が続く中で,従来のような農場から供給された量をすべて買い取り販売するという
流通対応のみでは, GPFのメンバー農場の収益性確保が難しくなってきている.現在直面して
いる輸入飼料穀物の高騰等は,個別農場にとって, 4章で説明したGPFのメンバー農場である
ことのメリットを損ないかねない可能性があることを示唆する.ただし, GPF外の個別養豚農
家は一層厳しい状況にあるといえよう.こうした飼料穀物価格の高騰等に対応するためには,成
果を上げてきた飼養技術の標準化や各種コンサルタント事業に加えて,屠畜や卸売等の段階にお
いてGPFが主導権を発揮し,販売価格に一定程度の支配力を持つことがGPF全体の課題となっ
ている.
グループ内の家族経営の持続を組織目標の一つとするGPFは,グループ内における豚肉の一
元出荷や飼料の一括購入･供給及び徹底的な技術･経営指導を通した個別農場-の支援によって
その経営基盤の安定化をはかり,発展させることに成果をあげてきた.しかし,今やGPFは新
たな時代を迎えている.創業から28年を経過した現在,メンバー農場においても経営継承が重
要な課題となってきている.質問紙調査結果より,後継者世代が創業者世代によるグループ結成
やその後の発展条件について理解し,創業者世代が形成した有形無形の資産を引き継ぐ意識を
形成していることは確認できたとはいえ,本研究で採用した物語り論的視点からいえば,従来
のGPF物語りは終鳶を迎えつつあるといえる.このことは, GPFの歴史的経路(パス)に依存
して語られてきた個別的な農場物語りについても相当する. GPFや個別農場の世代交代に伴い,
新たなGPF物語りや農場物語りが必要とされる時期になっている.そのためにGPFや個別農
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場のパス(共有された経験)を振り返り,グループや個製産畳の持続性を確保する方策を取るこ
とが要請されている.従来みられた経験(物語り)の共有による一体化や個別経営の安定化のた
めの支援等について,基本的性格は維持される可能性が高いとはいえ,今後のGPFの性格規定
とその流通面を含めた事業展開は,解決が迫られている新たな課題である.
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